
（別紙３）

～ 2025年12月20日

（対象者数） 54 （回答者数） 54

～ 2025年12月20日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・各自の自己研鑽の結果を共有する場を

　引き続き確保していく

2

・定期的に全職員と面談を実施

・意見を述べやすい環境作りを

　引き続きおこなっていく

3

・職員数を維持し、定員数の現状維持を目指す

・通常の療育の中に新しいエッセンスを

　加えていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・希望者を募ったイベントの企画

・安全に移動できる場所の選定と下見の実施

・移動手段の検討

2

・安価で利用できる駐車場の確保

・提携駐車場の契約

・公共交通機関利用の促し

3

・引き続き、保護者の承諾を得て学校訪問をおこない

　お子様の行動観察の機会や先生方と情報共有を

　行う機会を設けていく

・学校で開催される説明会に参加し学校の

　状況等を把握していく

○事業所名 わくわくクラブ（本厚木校）・放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間 2025年11月4日

○保護者評価有効回答数

2025年11月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・送迎がないため、学校の先生方との情報共有や

　顔が分かる関係性を構築する難しさがある
・開所当時から送迎がない事業所として運営してきた

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・外出イベントが少ない

・実施経験が少なく、外出先や移動方法に

　ついての情報収集不足

・刺激を好まないお子様も多いため、

　事業所内での活動に留めることが多い

・駐車スペースがない
・事業所の場所や契約状況により

　駐車スペースを確保することが難しい

・専門的知識や経験が豊富な職員が充実している

・スタッフ全員が外部の研修に積極的に参加

・教室内での定期的な勉強会開催

・情報ツールを活用して各自が専門性を高めている

・職員が安定している

・働く環境の整備

・心理的安全性の確保

・意見を交換し合える時間の設定

・受け入れ定員数の多さ ・職員数を増やし、人員を厚くしている

事業所における自己評価総括表公表


